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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年4月22日(2021.4.22)

【公表番号】特表2020-511189(P2020-511189A)
【公表日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2019-539181(P2019-539181)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   9/008    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   7/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   5/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ    9/008    １２０Ｚ
   Ａ６１Ｆ    7/12     　　　Ｄ
   Ａ６１Ｆ    7/12     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｎ    5/06     　　　Ｂ
   Ａ６１Ｎ    7/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月10日(2021.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体組織を熱処置するためのシステム（２０）であって、該システム（２０）は：
　間欠パルスエネルギー源（２２）であって、該パルスエネルギー源（２２）は、標的組
織において熱ショックタンパク質活性化の第１のレベルを作り出すために、１０秒未満を
、好ましくは１秒未満を含む第１の期間にわたって、少なくとも、標的組織に対してパル
スエネルギー源を適用する間に、標的組織の温度を最大で摂氏１１度上げるように、波長
または周波数、デューティサイクル、およびパルス列持続時間を含むエネルギーパラメー
タを有する、間欠パルスエネルギー源（２２）を備え；
　第１の期間を上回る時間間隔の間、標的組織へのパルスエネルギーの適用を停止させる
ための手段（２８）であって、該時間間隔は、3秒から3分、および、最も好ましくは10秒
から90秒を含む、手段（２８）と、
　前記時間間隔の後に標的組織にパルスエネルギー源を再適用するための手段（２８）で
あって、それによって、標的組織を破壊せず、または傷つけずに、標的組織において、熱
ショックタンパク質活性化の第1のレベルより大きい熱ショックタンパク質活性化の第2の
レベルを作り出す、手段（２８）とを含むことを特徴とする、
システム（２０）。
【請求項２】
　標的組織の温度を摂氏６度から摂氏１１度上げるようにパルスエネルギー源のパラメー
タは選択される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　パルスエネルギー源のパラメータは標的組織の平均温度上昇を数分間にわたって摂氏６
度以下に、または好ましくは数分間にわたって１度以下に維持するように選択される、請
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求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　パルスエネルギー源は、光ビーム、マイクロ波、高周波、または超音波を含む、請求項
１から３のいずれか１つに記載のシステム。
【請求項５】
　高周波は、約３～６メガヘルツであり、約２．５％～５％のデューティサイクルと約０
．２～０．４秒のパルス列持続時間とを有する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　約２～６ｍｍのコイル半径と約１３～５７アンペア回数とを有する高周波を生成するた
めのデバイスを含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　マイクロ波周波数は、約１０～２０ＧＨｚであり、約０．２～０．６秒のパルス列持続
時間と、約２％～５％のデューティサイクルと、約８～５２ワットの平均パワーとを有す
る、請求項４に記載のシステム。
【請求項８】
　光ビームは、約５３０ｎｍ～１３００ｎｍの波長と、１０％未満のデューティサイクル
と、約０．１～０．６秒のパルス列持続時間とを有し、および、好ましくは、パルス光ビ
ームは、約８００ｎｍ～１０００ｎｍの波長と、約０．５～７４ワットのパワーとを有す
る、請求項４に記載のシステム。
【請求項９】
　超音波は、約１ＭＨｚ～５ＭＨｚの周波数と、約０．１～０．５秒の列持続時間と、
、約２％～１０％のデューティサイクルと、約０．４６～２８．６ワットのパワーを有す
る、請求項４に記載のシステム。
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